
通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
お
持
ち
で
す
か
？

マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
解
説
⑽

　
行
政
機
関
の
窓
口
な
ど
で
、個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
提
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

「
通
知
カ
ー
ド
」
が
手
元
に
届
い
て
い
る
か
、
も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の

機
会
に
公
的
な
身
分
証
に
な
る
写
真
付
き
の
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
を
ぜ
ひ
申
請
く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
を
申
請
さ
れ
た
人
は
、２
月
か
ら
順
次
交
付
を
行
い
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
受
取
り
の
案
内
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
し
た
ら
、
必
要
書
類
を
持
参
し
、
市
役

所 

市
民
生
活
課
に
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

inform
ation 

市
民
生
活
課

◆�

届
い
て
い
ま
す
か
？「
通
知
カ
ー
ド
」

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た「
通
知
カ
ー
ド
」

が
ま
だ
届
い
て
い
な
い
人
は
、
郵
送
時
に
不
在

で
あ
っ
た
か
、
現
在
の
住
ま
い
と
住
民
票
の
住

所
が
異
な
っ
て
い
る
な
ど
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
郵
便
局
で
預
か
る
期
間
は
一
週
間
で
、
そ
れ

以
後
は
市
役
所
に
返
送
さ
れ
、
保
管
し
て
い
ま

す
。
市
役
所
で
３
ヵ
月
保
管
後
は
廃
棄
さ
れ
ま

す
の
で
、
至
急
確
認
く
だ
さ
い
。

　
返
送
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
市
民
生
活

課 

窓
口
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
仕
事
な
ど
で
平
日
の
開
庁
時
間
内
に
、
通
知
カ
ー
ド・

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
が
で
き
な
い
人
に
、
時

間
外
交
付
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　
時
間
外
交
付
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
事
前
に
電
話
予
約

が
必
要
で
す
。（
予
約
が
な
い
場
合
は
、
交
付
で
き
ま
せ
ん
）

【
時
間
外
窓
口
】　
毎
週
火
曜
日　
１７
時
１５
分
〜
１９
時

　
　

   （
第
３
以
外
の
）
日
曜
日　
９
時
〜
１２
時

　
予
約
先
：
市
民
生
活
課 

窓
口
係　
☎
７５

−

６
１１

６

◆
時
間
外
交
付
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　
病
気
や
障
害
で
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
用
の
写
真
の
準
備
が
困
難
な

人
を
対
象
に
、
各
町
公
民
館
で
写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

　
詳
細
は
市
民
生
活
課 

窓
口
係
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
　
所

月
　
　
日

時
　
間

東
多
久
公
民
館

２
月
２５
日
㈭

８
時
３０
分
～
１２
時

南
多
久
公
民
館

２
月
１５
日
㈪

多
久
公
民
館

２
月
１７
日
㈬

西
多
久
公
民
館

２
月
１８
日
㈭

北
多
久
公
民
館

２
月
１９
日
㈮

◆
個
人
番
号
カ
ー
ド
申
請
用
写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
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▼
問
い
合
わ
せ　
市
民
生
活
課 

窓
口
係　
☎
７５

−

６
１１

６

「多久 学びの里プロジェクト」講演会を開催します

参加申込
　多久市役所情報課へTEL･FAX･
E-mailで申し込みください。
　☎ 75－2280
　姉 75－2110
　糸koho@city.taku.lg.jp

開場　14時　開演15時

２月20日㈯日時

多久市中央公民館会場
参加料無料

‼ 定員 500人

■第１回講師

井沢 元彦 氏
　昭和29年、名古屋市生まれ。早大法学部卒。
　TBS入社後、報道局放送記者時代「猿丸幻視行（さるまるげんしこう）」にて第
26回江戸川乱歩賞受賞（26歳）、31歳にて退社、執筆活動に専念。以後、歴史推
理、ノンフィクションに独自の世界を開拓。
　最近の主なる著書としては「言霊（ことだま）」「逆説の日本史１～21」「恨
（ハン）の法廷」「ユダヤ、キリスト、イスラム集中講義」「中国　地球人類の難
題」などがある。また、現在週刊ポストに連載中「逆説の日本史」は1000回を突破
している。一方、テレビ、ラジオにも出演中。現在、大正大学表現学部、種智院大学
人文学部客員教授、日本ペンクラブ会員。

　多久は孔子の里として江戸の昔よりさまざまな「学び」や「教育」を先進的に行っ
てきた地域でした。この「学びの里」とも言える多久市で、21世紀の新たな「学びの
スタイル」を発信しようというのが、「多久 学びの里プロジェクト」です。

問い合わせ　情報課 広報広聴係　☎75－2280


